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福島県海域のイカナゴ、の食性について
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F eeding Habits of Sand Lance in Fukushima 
Ikuo Matsumoto， Toshiyuki Tanaka 

まえがき

福島県においてイカナゴは未成魚(当歳魚)がコウナゴ、成魚がメロウドと呼ばれ、主に船ぴ

き網で、春季に漁獲され、沿岸漁業対象種として重要な地位を占めている。本県における当該種に

ついての調査・研究は、漁業や資源関係では多く報告されているが、生態のうち食性については

ほとんど報告例がない。

平成6年度から国庫委託事業「漁場生産力モデ、ノレ開発基礎調査jが行われ、基礎生産力と動物

プランクトン及び、魚類の生態的関連のモデ、ル化が試みられた。本県も固からの委託を受け、この

調査の一部を担ったところであるが、そのなかでイカナゴ、の食性について若干の知見を得たので、

報告する。

材料および方法

平成6年度""9年度の 4ヶ年、イカナゴの胃

内容物調査を実施し、毎年度 50尾について査

定を行った。標本は福島県水産試験場が採集し、

ホルマリン固定後、新日本気象海洋株式会社に

外注し、イカナゴの全長・体重測定及び胃内容

物等査定を委託した。査定項目は胃内容物重量

(平成 7年度以降)及び出現種とその個体数とし

た。ただし全長概ね40mm以下の未成魚につい

ては、胃の形成が完了していないため消化管全

体を用い消化管内容物を査定した。(平成6""7

年度は全部、平成8""9年度の一部は消化管内

容物査定結果である。)

平成6年度については傭船による船びき網調

査で漁獲されたイカナゴ未成魚(以下「コウナゴ」

としづ場合あり。)を用いた。調査は図 1に示す

鵜ノ尾埼沿岸において行われ、 1995年2月27

日分から 30尾、 3月 7日分から 20尾を材料と

し査定した。平成7年度以降は県北海域で漁期
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.標本採取場所(平成6年度)

*平成 7~9 年度は県北海域
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図 1 イカナゴ襟本線取位置
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中に船びき網で漁獲され、相馬原釜魚市場に水揚された未成魚及び成魚(以下「メロウド」という

場合あり。)を用いた。平成 7年度は、 1996年 3月 4日の未成魚 50尾を材料とした。平成 8年

度は 1996年 3月 28日、 4月 4日の未成魚各 10尾、 5月 8日、 5月 16日、 5月 27日の成魚各

10尾で、計 50尾を行った。平成9年度は 1997年4月 22日、 4月 25日、 5月 2日の未成魚各

10尾、 5月7日、 5月 13日の成魚各 10尾で、計 50尾とした。

結 果

調査結果の概要及び種査定結果をそれぞれ表 1、表 2に示した。また査定に用いたイカナゴの

全長組成を図 2に示した。

平成6年度 1995 年 2 月 27 日標本の全長は 15.5~4 1.0mm、モード 20mm 台であり、 30 個

体のうち空胃個体は9個体、空胃率 30%であった。胃内容物に出現したプランクトンは1尾当り

最大 5種類、 8個体であり、カイアシ類の CALANOIDA(カラヌス目)が多かった。 1995年 3
月 7 目標本の全長は 27.0~49.0mm、モード 30mm 台であり、 20 個体のうち空胃個体は 2 個体、

空胃率 10%で、あった。出現種は1尾当り最大 7種類、 19個体であり、最も多く出現した種は、

ミジンコ類のPodonsp.、次いで、カイアシ類のParacalan us sp.、Cθ'ntropag;θssp.で、あった。

平成7年度 1996 年 3 月 4 目標本の全長は 29.0~42.5mm、モード 30mm 台であり、 50 個体

全てが摂餌していた。胃内容物重量は 0.1 未満~3.9mg であり、体重に対する比(以下「胃内容物

重量比」としづ。)を算出すると 0.5%未満及び 1~2%の個体が多く、最大で 3.72%で、あった。

出現種は1尾当り最大8種類、 51個体であり、最も多く出現したのは、 Podonsp.、次いでカイ

アシ類の Corycaeussp.で、あった。

平成8年度 1996 年 3 月 28 日の全長 28.7~50.1mm、モード 30、 40mm 台の標本(未成魚 10

尾)では空胃率20%、胃内容物重量最大 0.6mg、胃内容物重量比最大 0.44%でドあった。出現種は

1尾当り最大 9種類、 48個体であり、 CALANOIDA、Podonsp.などが多かった。同年 4月 4
日の全長 35.5~54.9mm、モード 40mm 台の標本(未成魚 10 尾)では空胃率 0%、胃内容物重量最

大 11.lmg、胃内容物重量比最大 2.44%で、あった。出現種は1尾当り最大 11種類、 71個体であ

り、 Cθ!ntropag，θ'ssp.、Cθ'ntropag;θsabdominali汐が多かった。同年5月8日の全長 126'"'--'167mm 

の標本(成魚 10尾)では空胃率 60%、胃内容物重量最大 1205mg、胃内容物重量比最大 6.38%で

あった。出現種は1尾当り最大 7種類、 731個体であり、 CALANOIDAのほかCalanussp.(最
大 645 個体/1 尾、全長 166mm)がめだった。同年 5 月 16 日の全長 89~175mm の標本(成魚 10

尾)では空胃率 10%、胃内容物重量最大 467mg、胃内容物重量比は 1~2%の個体が多く、最大

4.57%であった。出現種は1尾当り最大 16種類、 91個体であり、カイアシ類の Pseudocalanus 

minutus、Calanussp.のほかオキアミ類但UPHAUSIACEA)及びそのファーシリア幼生も多く
みられた。同年 5 月 27 日の全長 131~161mm の標本(成魚 10 尾)では空胃率 60%、胃内容物重

量最大 49.8mg、胃内容物重量比最大 0.39%で、出現種も 1尾当り最大 3種類、 5個体と少なか

った。

平成9年度 1997 年 4 月 22 日の全長 36.3~62.6mm、モード 40、 50mm 台の標本(未成魚 10

尾)では空胃率 10%、胃内容物重量最大 3.6mg、胃内容物重量比最大 0.71%で、あった。出現種は

1尾当り最大9種類、 40個体であり、二枚員 (BIVALVIA)のアンボ期幼生が多くみられた。同
年4月25日の全長 31.7 ~48. 7mm、モード 50mm台の標本(未成魚 10尾)では空胃率0%、胃内

容物重量最大4.6mg、胃内容物重量比最大 3.05%で、あった。出現種は1尾当り最大 14種類、 146

個体であり、二枚員の幼生が全てに出現し、コベポーダノープリウスも多くみられた。同年5月

2 日の全長 74.2~97.5mm の標本(未成魚 10 尾)は全て摂餌、胃内容物重量最大 21 .4mg、胃内容
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図2 胃内容物調査供試イカナゴの全長組成

-59 



表2-1 種査定結果
1995年2月27日 未成魚(30毘)
種名 l出現尾数個山
OALANOIDA I 11 
Paracala山 sparvus I 6 

Oncaea medla ' 6  
Oithona sp. I 5 
Podon sp. I 5 
nauplius of OOPEPODA I 4 
Evadne sp. I 3 
Paracala四 ssp. I 3 
Cenlropages abdominalis I 3 
Centropages 5p. I 1 
Corycaeus sp. I 1 
HARPAOTIOOIDA I 1 
出現種類数 I 12 
個体数合計 I 73 
面現尾数・その穫が胃内に出現したイカナゴの尾数
個体数計標本中に出現したその種の個体数合計
出現種類数標本中から確認された遊べ種類数
個体数合計.標本中に出現した全種の個体数合計
出現尾数・個体数の多い|頓に標記、以下同様
本全て消化管内容物

表2-4種査定結果

量竺旦
OALANOIDA 
Podon sp 
Oithona sp 
Corycaeus sp 
umbo la同 aof 81V ALVIA 
nouplius of OOPEPODA 
Oncaea med/a 

Paracalanus sp 
Oncaea sp. 
E vadne nordmanni 
Acarlia sp 
Oithona plum/fera 
HARPAOTIOOIDA 
OOPEPODA 
E事覆頚l'I:
E体数合計
ホ:うち清正菅丙蚕扇8尾

表2-7

蓋竺
種査定結果
16日

furcilia of EUPHAUSIAOEA 
Pseudocalanus minutus 
Ca/anus sp 
OALANOIDA 

EUPHAUSIAOEA 
Fn'tt'llaria 5p 
Centropages sp 
Oncaea 5p. 
AMPHIPODA 

Paracalanus同刊us
F批:H/ariapel/ucida 
Pseudocalanidae 

calyptopls of EUPHAUSIAOEA 
Oithona sirn揃s
Paracalanus 5p 
GASTROPODA 

Acarlia longIi時 mls
nauplius of OIRRIPEDlA 
nectochaeta of POL YOHAETA 
Podon polyphemo/des 
Podon sp 
Calanus sIn/cus 
Eucalanus 5p， 
Centropages abdomlnalis 
Corycaeus affinis 
Corycaeus sp. 
Euphausia paclfica 
""ea of DEOAPODA 
出現種類数
個体数合言

丞盛急白旦星1
出現尾数個体数言十
6 9 
5 64 
5 8 
4 32 
3 3 
3 3 
2 5 
2 3 
2 2 
1 3 

14 
136 

275 

PO出nSp. 
Paracalanus Sp. 

Centrop尻島es5p. 
α'thona Sp. 
OALANOIDA 
円切市ca白nuspa円相3
Centropages abdomina/ls 
Gηcaea med/a 
Gorycaeμ'5 Sp， 
Oncaea Sp. 
F石油nleucka柑
Evadηe Sp. 

umbo larva of BIVALVIA 
Aca吋 '8Sp. 。ithonasimilis 
E同 dnesplnlfera 
Corycaeus a丹市町s

nauplius of OOPEPODA 
向 don00/1回he明治s
出現種類数

讐鵠長雨扇
表2-5種査定結果

鐙竺竺
Centropages時
Centropages abdom/na//s 
OALANOIDA 

O/thona 5p， 
Ca/anus 5P， 
Paracalanus 5P， 
Podon 5p 
Podon polyphemoides 
umbo larva of BIVALVIA 

Corycaeus sp， 
nectochaeta of POL YOHAETA 

G。叩caeusaffinis 
furcilia of EUPHAUSIAOEA 
Galan出 sin/cus
Acart泊。moni'
Oithona plumifera 
veliger of GASTROPODA 

Evadne nordmannl 
Pseudocalanus m/nutus 
Pseudocalanidae 

Acartla sp， 
Oithona s/mil/s 
HARPAOTIOOIDA 
nauplius of OOPEPODA 

calvDtoDls of EUPHAUSIAOEA 

出現種類数
個体数合計
*うち消化管内容物2尾

表2-8種査定結果

監
Corycaeus 5p 
OALANOIDA 
Calanus s/nlcus 
Pseudocalanus m/nutus 
Oithona sp 
COPEPODA 
出現穣類数

鍾昼盤金量

-60 

158 

195 

表2-3種査定結果
1996年3月4日
種名
Podon sp. 
Corycaeus 5p 
Oncaea Sp 
Oithona sp. 
Podon leuckarti 
Coscinodlscus sp 
OALANOIDA 
Evadne sp 
Evadne nordmanni 
nauplius of OOPEPODA 
Paracalanus 51、.
Oithona plumifera 
OOPEPODA 

umbo larva of Bivalvia 
E vadne spinifera 
Clausoca/anus Sp 
Metrid抽 sP.
Gentropages abdominalis 
Oncaea media 
E哀覆惹薮ー
盤盤整金畳一一一一
*全て消化管内容物

表2-6種査定結果
1996年5月8日
干重名
OALANOIDA 
Calanus sp 
EUPHAUSIAOEA 
furcilia of EUPHAUSIAOEA 
Metridf8 sp. 
Centropages sp. 
Oncaea sp 

CThoerymufaiseto tJs sps， p. 

個出現体種数類合計数

成魚(10尾)

註
322 
84 
20 
22 
10 
9 
7 

12 
6 
4 
3 

3 
2 

510 

出現尾数個体数計
4 87 
3 688 
3 26 
3 14 

1 

自

820 
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表2-9種査定結果

量竺竺
umbo larva of日IVALVIA
Oithona 5p. 
COPEPODA 
Centropages 5p. 
Centrop司Igesabdomlnalis 
nauplius of COPEPODA 
Cosc/nodiscus sp 
Podon 5p. 
Paraca/anus 5p. 
Oncaea 5p. 

。」包些笠~ι
出現種類数
個休数合計

*うち消化管内容物2尾

表2ー 12種査定結果

量竺空
GOSCJ'nodl旨cussp. 
CALANOIDA 
Centropages abdomJ'nalis 
Oithona sp 
Podon sp. 
Eucalanus sp. 
Centropages sp 
Gorycaeus affinis 
Ga/anus sp 
Got予Icaeussp 
calyptopis of EUPHAUSIACEA 
Acartia sp 
COPEPODA 
CRUSTACEA 
Evadne nordmanni 
furcilia of EUPHAUSIACEA 
Paracalanus parvus 
Paracalanus sp. 
Pseudocalanus sp. 
nauplius of COPEPODA 
OikoJJleu眉 SD.
出現種類数

個体数金11:.

未成魚(10尾)
出現尾数個体数計

8 63 
4 9 
3 9 
2 30 
2 8 
2 2 

11 
126 

成魚(10厚)

出現星盆盈昼盤註
7 189 
5 12 
3 6 
3 6 
3 5 
3 4 
2 4 
2 4 
2 3 
2 3 
2 3 
2 2 
2 2 
2 2 
1 3 
1 2 

21 
255 

表2ー 10種査定結果
1997年4月25日
名
umbo larva of BIVALVIA 
nauplius of COPEPODA 
Oithona sp 
COPEPODA 
Centropages 5p. 
Goscinodiscus sp 
Podon sp. 
Acarl.ゐsp.
CALANOIDA 
veliger of GASTROPODA 
Cenlropages abdominalis 
Oikopleu.れ'eJ5p. 
Evadne nordmanni 
Pseul出oalanus5p. 
GOt予Icaeus5p. 
Cerat/um 5p. 
Fave/la sp. 
D shaped larva of BIVALVIA 
nectochaeta of POL YCHAETA 
Oncaea 5p. 
Hemicyc/ops 5p. 
zoea of DECAPODA 
出現種類数
個体数合計

表2-13 種査定結果
1997年5月13日
名
Centropages 5p. 
CALANOIDA 
Centropages abdominalis 
Go，吊唱aeUs5p. 
Calanus 5p. 
Cosoinodiscus sp 
Pseudocalanus sp 
Corycaeus an五'nis
Pseudocalanidae 
Paracalanus sp. 
Oithona sp. 
furcilia of EUPHAUSIACEA 
calyptopis of EUPHAUSIACEA 
nectochaeta of POL YCHAETA 
Oncaea sp. 
COPEPODA 
Eucalanus sp 
veliger of GASTROPODA 
umbo larva of BIVALVIA 
Galanus sinicus 
Glausocalanus sp 
Oikopleura sp. 
Podon sp. 
EUPHAUSIACEA 
出現種類数
個体数合計

未成魚(10尾〕
出現尾数値 言十
10 64 
8 40 
7 55 
6 8 
5 41 
5 29 
5 29 
4 13 
3 10 
3 8 
2 24 
2 19 
2 2 
2 z 
2 2 

22 
353 

成魚(10尾)

845 

表2ー 11 種査定結果

器製匙」
MYSIDACEA 
Acartia sp. 
Paracalanus sp. 
Paracalanus pa!Vus 
Oithona 5p. 
Centro，ρ'OgBS 5p. 
CALANOIDA 
Genlropages a4domina/is 
Corycaeus 5p. 
COPEPODA 
Calanus sp 
Acattia omoni 
c。町caeusa;妬'nIs
Oithona p!umIlゐ'ra
umbo larva of BIVALVIA 
Podon sp. 
Coscinodiscus sp 
Eucalanus 5p. 
nauplius of COPEPODA 
veliger of GASTROPODA 
Oncaea 5p. 
nectochaeta of POL YCHAETA 
cypris of CIRRIPEDIA 
zoea of BRACHYURA 
zoea of DECAPODA 
Oikop/eura 5P. 

個出現体種数類合数計

未成魚(10尾)
出現尾数翻体数計
10 155 
9 94 
8 536 
8 230 
8 150 
8 78 
7 67 
7 36 
7 16 
6 27 
6 B 
5 30 
5 11 
4 10 
4 5 
3 自

3 5 
3 4 
3 4 
2 2 

2 

26 
1484 

物重量比最大 0.60%であった。出現種は 1尾当り最大 18種類、 356個体であり、 アミ類

(MYSIDACEA)が全てに出現したほか、カイアシ類の AcartIasp.、Paracalanus sp.、P 
aracalanus parvas、Oithonasp.、Cθ'1ltropag;θssp.などが多くみられた。同年5月 7日の全長

130. 1"'-' 187mmの標本(成魚 10尾)は全て摂餌、胃内容物重量最大43.9mg、胃内容物重量比最大

0.21%で、あった。出現種は1尾当り最大 16種類、 90個体であり、珪藻類の CosGInodIscus sp. 

が多かった。同年5月 13日の全長 120"'-'172.1mmの標本(成魚 10尾)は全て摂餌、胃内容物重量

最大 71.1mg、胃内容物重量比最大1.08%で、あった。出現種は1尾当り最大 15種類、.166個体で

あり、 Cθ'1ltropag;θssp.、Cθ'1ltropag;θsabdomInalIs、C01ycaθussp.、Calanussp.が全てに出

現したほか、 CoscInodIscus sp.、 Pseudocalanus mInutus， Corycaeus affinIs.在どが多くみら

れた。

考 察

4ヶ年の調査結果(漁期は 3年)からイカナゴの摂餌状況を見ると、 コウナゴもメロウドも大半
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が摂餌していることが多かったが、 1996年5月8日と 27日のメロード(全長 120'"160mm)で、は

空胃率60%と空胃個体が多かった。同年5月 16日や翌年の同時期のメロードではほとんどが摂

餌していたことから、漁獲時刻や漁獲時の吐き出し等を無視すれば、漁獲位置(生息場所)や年に

より餌料環境が大きく異なっていることが示唆される。また 1995年 2月のコウナゴが空胃率

30%と、比較的空胃個体が多かった。この標本は他に比べ時期が早く、全長20mmモードと小型

のもので、あったものの、この理由によるとは推察できない。

次に 1尾当りの摂餌量は体重の 0.5%未満の個体が大半であり、魚体の大きさや時期等による

目立った特徴はなかったが、 1996年3月4日のコウナゴ、 1996年5月 16日のメロウド、 1997

年4月25日のコウナゴでは胃内容物重量比が高い個体が散見した。また摂餌量が 19以上で胃内

容物重量比が 6%以上の個体も見られた。これらのことから、 1尾当りの摂餌量には相当な個体

差があることが示唆される。

胃内容物の出現種査定結果を見ると、カイアシ類が年や時期、魚体の大きさを問わずどの標本

にも多く出現し、 Paracalan us sp.、Centropag;θssp.、Corycaθussp.、PsθudocalanusmInutus、

Calanussp.などが特に多かった。他の出現種では、 1995・1996年3月のコウナゴ(全長 30mm

モード)ではミジンコ類のPodonsp.、1997年4月のコウナゴ(全長40mmモード)では二枚貝の ， 
幼生、 1997年5月の大型のコウナゴ(全長90mmモード)ではアミ類、 1996年5月のメロウドで 帯 i

はオキアミ類、 1997年 5月のメロウドでは珪藻類が多く見られたのが特徴的で、あった。各々の

標本により優先種や種組成及び出現個体数等が異なっており、そこから年や時期、魚体の大きさ

による特色を抽出することはできなかった。また、イカナゴの主餌料はカイアシ類といえそうで

あるが、摂餌状況同様、餌料環境の複雑さが示唆された。

最後に、本調査を行う機会をいただいた水産庁及び東北区水産研究所、並び、に種の査定を行っ

ていただいた新日本気象海洋株式会社に感謝申し上げます。

要 約

1. 1995'" 1997年の 2"'5月に、イカナゴの胃内容物調査(胃内容物重量、出現種及び個体数)を

行った。

2.コウナゴもメロウドも大半が摂餌していたが、 1尾当りの摂餌量は体重の 0.5%未満の個体が

多かった。

3. 胃内容物に出現した種はカイアシ類が最も多く、ミジンコ類や二枚貝の幼生、アミ類やオキ

アミ類、珪藻類が多く見られる場合もあった。

4.摂餌状況と出現種は年や時期、魚体の大きさや生息、場所によって異なり、イカナゴの餌料環

境の複雑さが示唆された。
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